
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

《討論会》 食料 ･農林漁業 ･環境フオーラム 2 0 0 6

ともに語ろう

-日本農業発展への取り組みと消費者との交流-
瀦 誇 濃 榔 鸚 醗 酵 壽

9 2 0 o 6 年 = 月 2 8 日 (火) ー 鮴 1拗 (開場 加 )
@ 傑脳窪翻 繍肛艘 加イヤ“リス多の間

主催 薄め食料･農林漁業･環境フォーラム



　　　　　　　　　　　　　　　　　起筆

わが国農業は、消費者の食の安全に対する信頼低下や農業従事者の減少 ･

高齢化、農地面積の減少などの生産力低下の問題があるなか、昨年
3 月 に、

食の安全及び消費者の信頼確保、担い手を中心とした農業、 地域の創意工夫

を生かした攻めの農業を内容とした ｢新たな食料 ･農業 ･農村基本計画｣ を

決定し、 各地で具体的な活動に取り組んでいます。
今後、 着実に定着 ･拡大していくためには、 生産者の努力と

ともに、 消費

者の食料、 農業、農村への理解と、生産者 ･消費者間の交流が不可欠です。
本フォーラムでは、都市農業者や担い手農業者の取り組み事例や消費者の

食育活動に学び、消費者交流のもとに発展する日本農業のあり方についての

討論会を開催します。
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1 3 : 0 0 主催者あいさつ

小島 正 典 (フォーラム副代表)

1 3 : 0 5 討論会
ともに語ろう - 日本農業発展への取り組みと消費者との交流 -

【パネリスト】 (五十音順)
新井 ちとせ (生活協同組合 さいたまコープ組合員理事)

含漱 宏毅 (N H K 解説委員)

関 美恵子 (有限会社 アクト農場取締役)

藤田 和芳 (大地を守る会会長)

本野 一 郎 (J A 兵庫六甲 営農経済事業部専門管理職)

【コーディネ - ター】

服部 信司 (東洋大学 経済学部教授)

1 5 : 3 0 閉会
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新井 ちとせ

(生活協同組合 さいたまコープ組合員理事)

｢
パ
ネ
リ
ス
ト
}

1965 年 静岡県生まれ

1985 年 共栄学園短期大学社会福祉学科卒業

社会福祉法人誠信会富士本学園入職

1987 年 結婚 (埼玉県行田市へ)

1989 ･95 年 長男 ･長女出産

2000 年 さいたまコープ北部地区エリア委員

2002 年 さいたまコープ北部地区エリア副委員長

2005年 さいたまコープ北部地区組合員理事、現在に至る

合瀬 宏毅

(N H K 解説委員)

｢
パ
ネ
リ
ス
ト
}

1959 年 佐賀県生まれ

1981 年 山口大学経済学部卒業、 N H K 入局

鹿児島、番組制作局、名古屋放送センターなどで勤務

N H K スペシャル、 モーニングワイ ドな どを担当し、
｢B S 2 3

経済最前線｣ など経済番組のプロデューサーを経る

2000 年より 解説委員

現 在 ｢食料 ･第一次産業｣ を中心とする経済問題担当、日曜朝 61 5 ｢た

べもの新世紀｣ キャスター、農林水産省政策評価委員
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関 美恵子

(有限会社 アクト農場取締役)

｢
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1953年 茨城県生まれ

1972 年 茨城県立水戸農業高等学校卒業、
茨城町農業協同組合 (現、 JA 水戸) 勤務

1974 年 結婚
1979 年 就農
1981 年 地域の JA 女性部会に入会 (若妻会)

1996 年 葉物栽培を始める (ホウレン草)

l997 年 小松菜の周年栽培を始める

1998 年 茨城産直センターに加入

首都圏コープ事業連合 (現、パルシステム) へ出荷

2002年 茨城産直センター茨城町支部に女性会 ｢葉粟野果クラブ｣ が設立

生協組合員との交流事業に参加

2002 年 9 月 法人化 アクト農場取締役に就き現在に至る
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藤田 和芳

(大地を守る会会長)

[
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1947年 岩手県生まれ

1970年 上智大学法学部卒業

1975 年 出版社勤務を経て、有機農産物の産直グループ ｢大地を守る会｣ 設立

1980 年 ｢全国学校給食を考える会｣ 設立に参画、事務局長に就任

1983 年 ｢大地を守る会｣ 会長に就任

1993 年 ｢ D E V A N D A (でばんだ)｣ (農林水産業の復権を目指し活動す

る全国ネットワーク) 設立、 代表に就任

現 在 ｢大地を守る会｣ 会長、 D E V A N D A 代表、株式会社大地 ･代表取

締役、 ｢10 万人のキャンドルナイト｣ よびかけ人代表、 ア
ジア農民

元気大学理事長、全国学校給食を考える会顧問

主な著書 ;｢農業の出番だ ! 『T H A T
' S (ザッツ) 国産』 運動のすすめ｣ (ダイヤ

モンド社)、 ｢ダイコン一本からの革命｣ (工作舎) 等



本野 一郎
(JA 兵庫六甲 営農経済事業部専門管理職)

｢
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リ
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1947年 京都府生まれ

1974年 京都大学農業経済学修士課程卒業、神戸市西農業協同組合に入所

営農指導員として活動、販売 ･広報企画 ･プラグ育苗を担当

2000年 9 農協合併に伴い、 JA 兵庫六甲営農経済事業部専任管理職に就任

営農販売企画の責任者として活動

現 在 同 J A 営農経済事業部専門管理職、農水省近畿農政局食農教育協議

会委員、全国農業改良普及協会アグリアドバイザー、兵庫県生涯教

育講師団講師、N P O 法人兵庫県有機農業研究会理事、食と農の応援

団団員

主な著書 :｢有機農業の可能性｣ (新泉社)、 ｢『バイオダイナミック農業の創造』 - ア

メリカ C S A の挑戦｣ (共訳、新泉社)、 ｢『自家採種ハンドブック』 - たねとりくらぷ

を始めよう｣ (共訳、 現代書館)、 ｢いのちの秩序 農の力｣ (コモン
ズ)、 ｢につぼん

たねとりハンドブック｣ (共著、 現代書館) 等
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服部 信司

(東洋大学 経済学部教授)

｢
コ
上
方
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ー
タ
ー
}
1938 年、 静岡県生まれ。 1962 年、東京大学経済学部卒業。 1

983 年、 東京大学大学

院経済学研究科博士課程修了。経済学博士。東京大学大学院にてアメリカ農業を専攻。

この間、 1980 ~ 8 1 年、 スタ ンフオー
ド大学フー ド ･リサーチ ･イ ンスティチュー ト

に留学。岐阜経済大学講師、助教授、教授を経て、 1993年、 東洋大
学経済学部教授。

現在、東洋大学経済学部学部長 ･教授、関税率 ･外国為替等審
議会委員、食料 ･農

業 ･農村審議会臨時委員、 食料 ･農林漁業 ･環境フオーラム幹事長。

主な著書 : ｢アメリカ農業 - 現状、 歴史、 政策一｣ (輸入食糧協議会)、
｢ 2 1 世紀 ･日

本農政の課題｣ (共著、農林統計協会)、 ｢W T O 農業交渉｣ (農林統計協会)、
｢アメリ

カ 2 0 0 2 年農業法｣ (農林統計協会) 等



｢パネリストの活動｣ 紹介

1 . 新井 ちとせ (生活協同組合 さいたまコープ組合員理事)

2 . 合瀬 宏毅 (N H K 解説委員)

3 . 関 美恵子 (有限会社 アクト農場取締役)

4 . 藤田 和芳 (大地を守る会会長)

5 . 本野 一郎 (JA 兵庫六甲 営農経済事業部専門管理職)
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1 . 新井 ちとせ氏の活動紹介

1 . さいたまコープの概況 (2006 年 3 月 20日現在)

(1) 組合員数 70.4 万人、 埼玉県内の世帯組織率 25.1 %

(2) 事業高 L 124億円

内訳 無店舗 (配達) 事業 ~ 約 600 億円 (班への配達 45 %、 個人宅配 55 % )

店舗事業 ~ 53 店舗、 約 437 億円

共済事業 ~ 約 24 億円 (共済加入者約 24.7 万人)

利用事業 (カルチャー等) ~ 約 2.3 億円、
福祉事業~ 約 1.鮪意円

(3) 出資金は約 209億円
(4) 理事会構成は 31名の内、 女性の組合員理事が 16 名、 組合員の視点で経

営のチェックな

どでの運営参加と地域での組合員の様々な活動のリーダーの役割。
(5) 直近での事業の特徴

① 地域の個人商店の協力で生協の荷物の取次ぎ店となっていただく ｢ステーション

購入｣ は県内で約 1,500 箇所、 毎週約 9,000 人が利用する規模に。

② 大きな店舗では、 買った商品を自宅まで配達するサービスを実施。
③ 地元 JAや生産者と提携した店舗での ｢地場野菜コーナー｣ の設置

(6) 組合員の自主的な活動が広がっており、 組合員どうしの ｢たすけあいの会｣、 試食会、

講習会、 産地見学などは年間のべ約 10 万人が参加。

2 . さいたまコープの地域貢献、 社会貢献の取り組み (概要)

(1) 環境、食、福祉、子育て、国際協力、災害支援
などの分野で社会貢献の取り組みを実施、

2006 年度には社会貢献基金を 3 億円積み立て。
① 環境の分野
･店舗のレジ袋の削減に取り組み 1年間で約 1,125 万枚 (88 t ) の削減に。 レジ

袋が必要な方には 5 円の環境募金をいただき、毎年約 1,000 万円を積み立て (ラ

ブアース資金)、 地域の環境保全の取り組みに使用。
･ 店舗から出る生ゴミの再資源化率は、 業界平均 28 % に対して約 92 %

. 夏休みは店舗で ｢親子環境教室｣ 実施 (2006 年度は 332 名が参加)

② 食の分野
･ 産地、 工場見学会の実施 (昨年は 20 1 回 6,951 名参加、 今年は

夏休みだけで

3,237 名 参加、 内子 ども 1,830
名 )

･ 収穫体験と親子料理教室、商品学習交流会 (昨年は 2,217名参加)

③ 福祉、子育て
組合員どうしのたすけあい (有償ボランティア) で家事援助をおこなう ｢くら

しのたすけあいの会｣ は、 年間約 8,000 時間

親子ひろば、子育てセミナー

店舗で実施した夏休み親子環境教室 JA 川島と提携した親子米づくり
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